
身体部位を表す名詞を直接目的補語に持つ

動詞の構文:｢手段性｣と｢結果性｣

杉 山 利恵子

1.はじめに

身体部位を表す名詞を直接目的補語に持っ動詞の場合､そしてその身体部位を表す

名詞の所有者が主語と同一人物のとき､次の二通りの構文が考えられる‥

(1)Ilfemelesyeux･

(2)IIselavelesmains･

つまり他動詞構文(以下V構文)となる場合と､代名動詞構文(以下seV構文)となる

場合である｡この二つの構文の動詞には一般に互換性はない:

(3)*IIsefemelesyeux仙.

(4)*Illavelesmains･

本稿ではこの構文の使い分けについて､｢動詞+直接目的補語｣が示す｢手段性｣と

｢結果性｣という観点から考察を試みたい｡身体部位を表す名詞の限定辞は､定冠詞ま

たは所有形容詞が考えられるが､定冠詞vs所有形容詞の問題が絡んでくるので､ここ

では定冠詞である場合のみに限ることにするロ)｡

2.アプローチ

この間題に関する研究は数多くあるが3〉､そのなかで一番興味を引くのは､小石

(1986)､藤村(1989)による｢被動説｣である｡一言で要約すると､身体部位の持ち主の

受ける影響が強ければ強いはど､つまり被動者性が高ければ高いはど､SeV構文が選

ばれるというものである｡この説は､今ここで問題にしている構文だけでなく､身体

部位の所有者を示す与格代名詞があらわれる構文全般にわたって説明ができ､その意

味でもすぐれている｡ただし我々が問題にしている構文に関しては､影響の強弱､被

動者性の高低､という説明だけでは漠然としているように思われる｡｢目を閉じる｣の

と｢手を洗う｣との間の被動者性の遠いをとらえるのは容易ではない｡そこで､大き

な枠組みとしての｢被動者性｣は認めた上で､身体部位を表す名詞を直接目的補語に
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持つ動詞のV構文とseV構文について､より具体的な説明を試みる､というのが本稿

の目的である｡

従来の研究において気がつくのは､用いられている例文が(1)や(2)のように短いもの

が多く､各例文がどのようなコンテクストのもとで表れるかが考慮されていないとい

うことである｡そこで､コンテクストがよりはっきりわかる例文をもとにしてこの二

つの構文の使い分けを具体的に探ることを我々の出発点にした｡

コーパスとして軋Dictionnairedufran9aislangueitran申eniveau2(以下N)をまず主
に用いた｡この辞書は､外国語としてのフランス語を正しく運用することを目的に作

られたという性格上､各見出し語において例文は必ず文の形をとり､その多く使われ

る文脈の典型的なものが示されているので､適当であると考えた｡この辞書の全見出

し語の中から､直接目的補語に身体部位をとると指示されたものの例文を拾い上げ､ま

た身体部位を表す名詞の見出し語の例文からも､V構文とseV構文のものを拾った｡

さらに､この辞書では見つからなかった例文や欠けていた動詞を補うため､Diction-

nairedufranGaiscontemporain(以下D)の中からも例文を拾い加えた｡またLeGrand

Robert(以下R)とTr6sordelalanguefranGaise(以下T)も一部参照した｡ただし(D)(R)

汀)のほうは､文の形になっていないものもあることを付け加えておく｡

3.動詞のリスト

このようにして集めた例文の動詞を､V構文で用いられるものとseV構文で用いら

れるものとに分けて以下に挙げる拍:

V構文:

a由ter

appuyer

aVanCer

bomber

Cambrer

COntraCter

&couvrir

CnSPer

decroiser

detourner

6carquiller

enfoncer

entrecroiser

al】onger

arrondir

baisser

bouger

Cligner

courber

&creuser

&croiser

desserrer

dresser

岳carter

enlever

6tendre

sev構文:

s'abimer

S'arracher

Seboucher

Sebrosser

Sebraler

secacher

SeCOgner

Se COlnCer

SeCOuper

&secouvrir

&secreuser

&secroiser

Sed色bo‡ter
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V構文:

femer

fdser

hocher

introduire joindre

lever &mettre

montrer OuVnr

&passer pencher

perdre &pincer

Placer plier

plonger ployer

porter POSer

redresser rdeter

relever

rentrer

retirer

rouler

Sen-er

SuCer

tirer

toumer

tremper

remuer

replier

retourner

SeCOuer

SOulever

tendre

&tordre

trainer

sev構文

Sed6gourdir

Seditraquer

s'色corcher

S'6gratigner

s'entai11er

S'毛ponger

S'鴇qulnter

SteSSuyer

Sefouler

sefracturer

Se打apper

sefrictionner

sefrotter

Segralter

seheurter

selaレer

Seluxer

&semettre

SemOrdre

&sepasser

&seplnCer

SeprOt占ger

SeraCler

Se raSer

5erOnger

sesalir

SeSicher

&setordre

sevoiler

N.B.&はV構文にもseV構文にも用いられる動詞を示す

4.V構文の｢手段性｣

まずV構文のはうから検討してみよう｡以上の動詞が使われている例文を観察する
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と､コンテクストに関して次のようなことに気がつく｡まず､目的を表す状況補語と

共起することが多い:

(5)Ilagitalebraspourfaire.signe為1'automobilistedes'arreter･(D)

(6)11allongelecoupouressayerdevoirledifili･(D)

(7)Illeveledoigtpourobtenirlesilence.(D)

(8)Bougelateteversladroitepourquejetephotographiedeprofil.(D)

(9)Pierrem●atehdulajouepourquejel'embrasse.P)

(10)Ouvrelabouche,quejeregardesituaslagorgerouge･(N)

また､enSignede(...のしるしに)という意図表現との共起も目につく:

(11)Ilhochasimplementlateteensigned'accordmaisneditrien.(N)

(12)tendre]amainensigned'amitii(D)

つまりV構文で表されている行為は､｢何かをするために｣｢何かを示すために｣行な

われていることがわかる｡pOurやensignedeは､例文のほか､V構文を使った成句の

説明にもしばしば表れる:

(13)7bbaissesLesyeuxJeeshonieuxdecequetuasカit･(=tubaisseslespaupi色respour

6viterderegarderenface)(D)

(14)Hausser Les如au[es,C'estleslever brusquement en signe d'indiff6rence ou de

m6pris(N)

(15)secouerLat6te(=laremuerensignededoute,derefus)P)

これを念頭において他の例文を眺めてみると､実際､目的･意図が明示されていない場

合でも､言外に含まれていると考えられることが多い:

(16)IIpenchalatetesur170uVerturedupuits.(D)

(17)Quandilm'aaperGudanslarue,jlad6toumelatete.(D)

(18)appuyerlepiedsurl'acc616rateur(D)

(19)avancerlamainversunobjet(D)

(16)は井戸の中を覗くため､(17)は｢私｣と顔を合わせたくないため､と目的･意図に

思い及ぶのはごく自然なことであるし､(18)はスピードを上げるため､(19)は物を取る

か触るかするためと考えるのは当然である｡
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最後に､目的･意図が読み取りにくい例文に､目的を明らかにする補足説明が付加さ

れている(N)のも目を引く:

(20)【Aucoursdegymnastique]Couch6sparterre･VOuSflichissezlajambedroiteetvous

tenezlagauchetendue.(N)

(21)【Chezlemidecin]Tirezlalangue･S'ilvousplait･(N)

以上をまとめてみると､V構文は､｢動詞+直接目的補語｣によって表された行為が､

その行為外の目的･意図を前提とした､何かの手段となっている場合に使われるのでは

ないかと考えられる｡

5.soV構文の｢結果性｣

一方､SeV構文のはうをみると､ジュロンディフとの共起が多いということがわか

る:

(22)Pierres7estcass色1ajambeenfaisantduski･(N)

(23)lls'esticorch61esdoigtsengrimpantaurocher･(D)

(24)Jemesuismordulalangueenmangeant･(D)

(25)Ou'est-Cequ'ellea畠1amain?-E11es'estcoinceledoigtdansuneporte･(N)

(26)sesalirlesmainsenmaniantdeslivrescouvertsdepoussi色re(D)

(27)Maistuvasted6traquerlefoieenmangeantcommeGa,ilfautfairedesrepas

昌quilibr色s･(N)

(Z2)から(26)は卜していて｣という｢時｣､(27)は卜すれば｣という条件をあらわす

ジュロンディフと共にseV構文が表れているが､共通するのは､SeV構文の｢動詞+直

接目的補語｣の行為は､V構文とは違って何かの手段になっているのではなく､何か

の結果として起きているということである｡｢食べる｣という行為があった結果｢舌を

噛む｣のであり､｢ほこりまみれの本を触る｣からその結果｢手が汚れる｣のである｡

不注意の結果である｢けが｣にはもっばらseV構文が使われることもそれを裏付ける:

(28)Ale!cettesoupeesttropchaude!Jemesuisbr凸1ilalangue!(N)

(29)C'es11adeu又i色mefoisqueFabricesecasselajambeauski･(D)

(30)Faisattentiondenepastecouperledoigtaveccecouteauneuf･(D)

したがって､卜してしまう｣と訳せる迂言形釆釆や､tellement…queといった表現の
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結果節にあらわれるseV構文も､自然な出現である:

(31)Nemangepastantdebonbons,tuVaSt'abimerlesdents.(N)

(32)nslrouvaientcettemusiquetellementmauvaisequJilssebouchaientlesoreilles.(N)

また､必ずしも偶発的な事行をあらわす動詞でなくても((32)もそうであるが)､こ

のseV構文は使われる:

(33)Chaquefoisquejemebrosselesdents,meSgenCivessaignent.(N)

(34)Voulezr-VOuSVOuSlaverIesmainsavantled阜jeuner?(N)

(35)Tuestremp6!Sとche-tOivilelescheveux,tUVaSprendrefmid.(N)

(33)から(35)はいずれも偶発的ではなく､主語の人物が意図をもって行なうことであ

る｡しかし､V構文のものと異なるのは､行為｢外｣に目的･意図があって行なうので

はないという点である㌧目的があるとしても､その行為そのものが目的で､いわば自

己完結しているのである｡歯の汚れをとるために歯を磨き､手を清潔にするために手

を洗うとしナうように｡

ではseV構文はV構文で見たような目的表現とは絶対共起しないかというと､そう

いうわけではない:

(36)IIsebouchelesyeuxpournepasvoirlar由1iti.(D)

(37)seboucherlenezpournepassentirunemauvaiseodeur(D)

(38)sevoiLerLabce(=SeCaCherlafigureparhonte,OuPOurnePaSentendredeschoses

6pouvantables)(D)

我々のコーパスにはこの三例しかなかったが､共通点が発見できる｡いずれもpourの

あとの動詞が知覚動詞と呼ばれているものそあり､なおかっ否定形であるという点で

ある｡知覚動詞は動作主性が低いことを考え合わせると､このseV構文におけるpour

以下は､すでに存在する物事を拒否する消極`･受身の態勢を示しているのであり､この

点で､新たな何かの実現を目指すという意味での目的を表していたV構文の場合と､

大きく違っている｡

以上からseV構文は､一般に何かの結果となる専行を表す動詞に対して､あるいは

原因･結果の関係はそれはど明確ではなくても､事行外の目的･意図を必要としない専

行そのものが自己完結的な動詞に対して用いられると言えるように思われる｡
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6.同構文が可能なケース

6.1.タイプ分け

いくつかの動詞(リストで&印のついているもの)は､V構文とseV構文の両方を

とることが可能である｡ただし用例を検討してみると､次の四つのタイプに分けられ

ることがわかる:

(39)mouchersonnez/SemOuCher

(40)cachersonvisage/SeCaCherlevisage

(41)tordrelabouche/SetOrdrelacheville

(42)croiserlesjambes/SeCmiserlesjambes

(39)は､｢V+所有形容詞+N｣と｢seV+ゼロ｣が同じ意味をもつ動詞のタイプで､我々

のリストには始めから入れていないもの(他にpeignerなど)｡(40)は､｢V+所有形容詞

.N｣と｢seV+定冠詞+N｣の両構文が可能な動詞のタイプである｡これは､我々がこ

こで問題にしている構文に限らず､身体部位の所有関係を明示する場合すべてに関わ

り(つまり｢V+所有形容詞+NJvs｢lui･V･定冠詞･N｣)､その使い分けが問題となる

わけだが､はじめに断っておいたように､この問題はここでは扱わず､限定辞が定冠

詞の場合に話を限っているので､このタイプの動詞はseV構文をとる動詞として分類

してある｡COuper､eSSuyer､frotter､PrOt6gerなど数多い｡

最後に(41)(42)が､V構文とseV構文の両構文をとり､問題になる動詞のタイプであ

る｡(41)のタイプほ､直接目的補語となる名詞によってV構文をとったりseV構文を

とったりする動詞､(42)のはうは､直接目的補語となる名詞は同じでも､V構文とseV

構文の両方が可能な動詞である｡今までの考察に従えば､両構文をとる動詞は､V構

文をとる動詞の性質と､SeV構文をとる動詞の性質を兼ね備えたものということにな

る｡そしてどちらの構文をとるかで意味が違ってくるはずとなろう｡我々のコーパス

のなかでこのタイプに入る動詞はわずかで､(41)のタイプがcreuser､Pincer､tOrdreの

三つ､(42)のタイプがcouvrir､CrOiser､mettre､paSSerの四つであった0両構文におけ

る意味の差異を､上記で見た｢手段性｣と｢結果性｣の違いに照らし合わせて検討し

てみることにする｡

6.2.tordreタイプ

まず例文をあげてみよう:
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(43)a･undanseurquicreuse)esreins(D)

CreuSerledos(R)

b･SeCreuSerlatete(=reflechirintensement)

(44)a･Vex6,ilpinGaleslevres.(D)

Pincerlesltvrespournepasrire(R)

b･A‡e!Jemesuispinc6JedoigtdansIaporte.(N)

(45)a･tOrdrelabouche(R)

b･Jemesuistordulachevilleendescendant畠1acave.(N)

これらの例文からまず気がつくことは､直接目的補語となる名詞の違いによって､動詞

の意味がかなり異なるということである｡(43)のcreuserは､V構文(a)では｢そらす｣､

SeV構文(b)では成句のみしかないが｢(頭を)絞る｣(5)､(44)のpincerは､V構文では

｢ぎゅっと結ぷ｣､SeV構文では｢挟む｣､(45)のtordreは､V構文では｢歪める｣､SeV

構文では｢捻挫する｣､というようになっている｡そしていずれの動詞も､V構文(a)の

意味では､事行外の目的･意図が読み取れるのに対して､SeV構文(b)のはうは､(44)も

(45)も｢けが｣を表していることからもわかるように､結果となる専行を示している｡

これは上で見たV構文とseV構文の使い分けと一致している｡

6.3.croiserタイプ

今度はもう一つのタイプを考えてみよう:

(46)a･1･COuVrirlevisagedesesmains(D)

b･1･SeCOuVrirlatete【levisage](R)

2･SeCOuVrirlevisagedepoudre.defard(R)

(47)a･1･S'asseoirencroisantlesjambes(D)

2･[Al'icole]Croisezlesbrasettaisez-VOuS.(N)

3･CrOiserlesbras(=reSterinactifouindiffirent)CT.)

b･l･SeCl'OjserLesbras,reSterinactif,CeSSerletravail(D)

(48)a･1･mettrelamainsurlefront(D)

2.mettrelesbrasencroix(R)

b･l･Semettreledoigtdansl'血l(R)

(49)a･l･PaSSerlesdoigtssursonvisage,danslescheveux(R)

2･PaSSerlesmainsautourducou(R)

3･paSSerlebrasparlaportiere(D)

b.1.Elle a une dr61e d'habitude,elle se passe sans arretla main dansles
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Cheveux.(N)

2.(...)ilsepassaitlamainsurlefrontcommeun hommeharceliparles

mouches.(R)

このタイプの動詞は､差が微妙であるのがわかる｡文の形をとっている例文が少なか

ったので､インフォーマントに差異の説明を求めてみたが､彼らの判断も歯切れが悪

く､また個人差も大きい｡(46)(a)(l)は､1evisageの所有者が曖昧なので(b)(1)のはうが

よいという人もあれば､こうは言わないという人もあった｡(47)のcroiserlesjambes/Se

croiserlesjambes､CrOiserlesbras/secroiserlesbrasは､ニュアンスは違うが､どちらも

iまとんど同じという点で一致していた｡そのニュアンスの違いも突き詰めてみたが､

v構文のはうがactifな感じがするという人もいれば､逆にseV構文のはうがそうだと

いう人もあり､一致した答えは得られなかった｡そこで目的がっきりあらわれている

例文とそうではない例文を作って判断してもらったか叩､やはり●明確な使い分けには至

らないようであった｡(49)のpasserに関しては､(a)のほうはseV構文は不可能だとい

い､(b)のほうは､同一人物に属する身体部位を表す名詞が二つ出てくるが､限定辞を

所有形容詞にかえれば､V構文も可能になるという‥

(50)a.Elleaunedr61ed.habitude,ellepassesansarretsamaindanslescheveux･

b.Elleaunedr6led･habitude,ellepassesansarr色tlamaindanssescheveux･

このタイプの動詞は､(47)のcroiserを除いて､その意味上､直接目的補語以外にも

身体部位を表す名詞があらわれる可能性一多くは前置詞(句)+身体部位を表す名詞-

-がある｡そのため所有者明示の問題から構文が選択されると思われる｡つまり､身

体部位をあらわす名詞が二つあり､二つとも同一人物に属する場合､限定辞が定冠詞

となっているならseV構文を如､る必要があり､この点において､このタイプの動詞

は今まで見てきた動詞とは同列には扱えないのである｡大木(1989)が｢被動説｣で説明

をしている次の四例の容認可能性も､｢身体の一部の持ち主が影響を受けるかどうか｣

(p.79)よりも､所有者明示の問題と考えたほうがよいであろう:

(51)a.Ilamislesmainssurlavitre･

b* fls,estmislesmainssurlavitre.

c.??Ilamislesmainssurlafigure.

d.IIs,estmislesmainssurlafigure.

このことは､次の文が容認不可能であることからも裏付けられる:
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(52) *L'enfantsepasselesbrasautourducoudesamとre.

このタイプの動詞は､今まで議論にならなかった身体部位の所有者の問題が絡んで

きており､また全体の敷からいくと少数派でもあるので､上でみたV構文とseV構文

の使い分けとは別に考えたはうがよいようである｡

7.おわりに

以上例文を通して見てきたことをまとめてみよう｡身体部位を表す名詞を直接目的

補語にもっ動詞の構文には､V構文とseV構文の二つが可能であるが､その構文の選

択における重要なファククーは､｢手段性｣/｢結果性｣であることがわかった｡｢動詞

+直接目的補語｣が表す行為の｢外｣の目的のもと､手段としてその行為が行なわれる

ときにはV構文が､また､行為が何かの結果を表していたり､あるいは行為そのもの

が自己完結的に行なわれたりするときにはseV構文が､それぞれ用いられると言える｡

このseV構文の｢自己完結性｣というのは､身体部位を表す名詞を直接目的補語に

もつ動詞の構文に限らず､代名動詞一般の性質に結びつく特徴ではないかと思われる｡

たとえばMELIS(1990)は､すべての代名動詞に共通する本質は､文の基点(主語)が動

詞の表す事行の終点(受動者)であるとしているが､これは我々の言う｢自己完結性｣と

一致する性質である｡文の基点が動詞の表す事行の終点である､ということは代名動

詞は動詞として情報量が多いということにもつながり､それに対して他動詞は情報量

が少ないということになるが､これは我々のV構文が､明示的･暗黙的に目的･意図を

必要としていたことと結びつく｡つまり我々の扱った問題には､代名動詞全体に共通

する本質が反映されていると考えられ､この方向での研究を今後の課題としたいと思

う｡

註

(1)インフォーマントによれば､ある種のコンテクストのもとでは､次のような

文も可能だという:

(53)IIsefermelesyeuxdesesdeuxmains.

しかし本稿では､一般的用法をもとに考察をすすめる｡なおインフォーマント

は5人である｡

(Z)所有形容詞vs定冠詞の問題に関しては､大久保伸子(1985)参照｡
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(3)今までのこの問題に関するBibliographieは大木充(1989)が詳しい0

(4)このリストは網羅的であるとは言えないが､両構文の動詞を比較するには十

分に収集してある｡

(5)(43)(b)のsecreuserについては､解決法を見いだすために､といった目的も読

み取れよう｡ただし､この動詞はsecreuserlatete,1,espritという平俗な比喩的成

句でしか用いられない点において､またsecreuserだけでも同じ意味になる点に

おいて､他の二つの動詞と区別される｡

(6)インフォーマントにチェックしてもらった例文の一部‥

(54)a.Elleacroisglesjambespourattirerleregardduvoyageurd'enface･

b.Elles'estcrois61esjambespourattirerleregardduvoyageurd'enface･

(55)a.Ellecroisetoujourslesjambesquandelleestassise･

b.Ellesecroisetott)OurSlesJambesquandelleestassise･

(54)は明らかに｢彼女｣は意図があって足を組み､(55)は足を組む癖があると

いう意味なので､無意識で特別な意図はないとみなせる｡
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